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（高文研 　二○○六年） 、新藤通弘著『革命のベネズエラ紀行』 （新日本出版社 　二○○六年） 、河合恒生・所康弘『チャベス革命入門
―
参加民
主制の推進と新自由主義への挑戦（ベネズエラのたたかい１） 』 （澤田出版 　二○○六年） がある。 三冊とも、ベネズエラの概要、 ャベスの生い立ち・政治思想、ボリバル革命が目指す方向性等を解説したものである。
　この他、単行書の一章で、ベネズ









化運動とベネズエラ民主政治』 （松籟社 　二○○六年）を紹介したい。本書は著者の博士論文 もとに書き下ろしたもので、 北部のカリブ海に面した港町プエルト・カベージョの一地区サン・ミジャン舞台とし、同地域に住む黒人系アーチストが、地域 伝統音楽 ある太鼓歌（タンボール）の宴を守るために組織した地域文化復興活動に焦点をあてている。本書の第八章「 『石油国家』の近代化と ネズエラ型民主主義」では二〇世紀 ネズエラ政治体制とその発展の歴史 分析され、同国の民主主義の危機の中で登場した新しい政治主体としてチャベスが位置づけられている。ミクロなサン・ミジャンの黒人文化復興運動をマクロなベネズエラ 政治経済変化と関連させて論じており、興味深い。
（むらい 　ともこ／アジア経済研究所図書館）
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